
平
成
十
九
年
六
月
十
五
日
提
出

質

問

第

三

九

五

号

「
第
三
十
八
瑞
祥
丸
」
船
長
の
解
放
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

395



「
第
三
十
八
瑞
祥
丸
」
船
長
の
解
放
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
三
四
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

過
去
に
ロ
シ
ア
国
境
警
備
当
局
に
拿
捕
さ
れ
た
日
本
船
の
内
、
船
体
が
返
還
さ
れ
た
も
の
、
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
例
を

全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
は
ロ
シ
ア
側
の
ど
の
機
関
と
ど
の
様
な
方
策
を
持
っ
て
交
渉
に
臨
む
の
か
説
明
さ
れ

た
い
。
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
「
外
務
省
よ
り
ロ
シ
ア
連
邦
の
関
係
当
局
に
対
し
、
川
端
船
長
の
解
放
後
も
引
き
続
き
御

指
摘
の
船
体
の
返
還
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
関
係
当
局
」
と
は
ど
の

部
局
を
指
す
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
持
っ
て
「
返
還
を
申
し
入
れ
て
い
る
」
の
か
。
正
確
か
つ
具
体
的
に
説
明

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


